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護
美
護
美
を
考
え
る
第30号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　

本
誌
9
月
号
に
て
、ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
被
害
と
そ
の
相
談
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
処
理
対
応
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、石
綿（
せ
き
め
ん
）と
も

呼
ば
れ
、
天
然
の
鉱
物
繊
維
で
す
。代
表
的

な
も
の
は
、白
石
綿
、青
石
綿
、茶
石
綿
の
３

種
類
で
す
。ア
ス
ベ
ス
ト
は
、耐
熱
性
、耐
薬

品
性
、
絶
縁
性
等
の
特
性
が
あ
り
、
安
価
な

工
業
材
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
資
材
、

電
気
製
品
、
自
動
車
等
に
利
用
さ
れ
、
約
９

割
は
建
材
製
品
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
は
、き
わ
め
て
細
か
い

た
め
、浮
遊
し
や
す
く
吸
入
さ
れ
や
す
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。そ
の
繊
維
を
吸
入
す
る
と

肺
の
中
に
残
り
、肺
ガ
ン
や
ア
ス
ベ
ス
ト
肺

の
原
因
に
な
り
、健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
昭
和
31
年
か
ら
昭
和
50
年
に
か
け

て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
そ
れ
ら
の
建

物
が
解
体
時
期
に
入
っ
て
い
る
た
め
、粉
塵

（
ふ
ん
じ
ん
）
の
飛
散
等
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
き
く
分
け
る
と
約
４
種
類（
吹
き
つ
け

ア
ス
ベ
ス
ト
、
吹
き
つ
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
、

ア
ス
ベ
ス
ト
保
温
材
、
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形

板
）で
あ
り
、
室
内
で
特
に
注
意
を
要
す
る

の
は
、
壁
や
、
天
井
に
吹
き
つ
け
ら
れ
た
ア

ス
ベ
ス
ト
で
す
。セ
メ
ン
ト
等
の
含
有
率
が

少
な
い
の
で
、解
体
時
や
、又
は
、劣
化
と
と

も
に
飛
散
し
や
す
く
な
り
ま
す
。ア
ス
ベ
ス

ト
成
形
板（
石
綿
プ
レ
ー
ト
）な
ど
は
、通
常

飛
散
の
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、解
体
時
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

１
．ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
に
該
当
し
、処
理
方
法
は
廃
棄
物
処
理

法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。大
気
中
に
飛

散
し
な
い
よ
う
に
、撤
去
時
に
建
物
周
り

の
シ
ー
ト
掛
け
、
手
作
業
で
の
撤
去
、
散

水
、分
別
保
管
、袋
詰
め（
丈
夫
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
の
二
重
梱
包
等
）に
よ
る
固
形

化
等
の
措
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２
．処
分
つ
い
て
は
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
処
分
業（
廃
石
綿
等
）の
許
可
業
者
、収

集
運
搬
に
つ
い
て
は
、特
別
管
理
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
（
廃
石
綿
等
）
の
許
可

業
者
に
委
託
と
な
り
ま
す
が
、種
類
に
よ

っ
て
は
建
設
業
許
可
で
も
行
な
え
ま
す
。

島
内
で
処
理
が
発
生
し
た
場
合
は
、
先
に

生
活
環
境
課
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

３
．集
め
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
種
類
に

よ
り
ま
す
が
安
定
型
最
終
処
分
場
へ
の

埋
立
て
処
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し
て
は
、
建
築

物
解
体
時
の
飛
散
防
止
や
、
使
用
中
の

建
築
物
の
安
全
対
策
の
徹
底
等
が
あ

り
ま
す
が
、
町
で
は
東
京
都
環
境
局
の

担
当
部
署
と
連
携
し
て
対
応
を
図
り

ま
す
。

　

町
で
は
、現
在
、金
属
類
に
つ
い
て
は
、燃

や
せ
る
ゴ
ミ
と
同
じ
収
集
場
所
（
約
1
，

2
0
0
ヶ
所
）で
元
町
・
北
の
山
地
区
が
第

3
火
曜
日
、岡
田
・
泉
津
・
野
増
地
区
が
第

１
土
曜
日
、
間
伏
・
ク
ダ
ッ
チ
・
差
木
地
・

波
浮
港
地
区
が
第
２
土
曜
日
の
日
に
収
集

し
て
い
ま
す
。又
、水
色
回
収
箱
で
は
、飲
料

用
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
、
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

の
5
種
類
の
資
源
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
こ
と

で
分
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、水
色
回
収
箱
で
収
集
し
た
も
の
を
、

大
島
エ
コ
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

し
て
い
ま
す
が
例
え
ば
、プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

の
資
源
ゴ
ミ
を
月
に
2
回
収
集
し
た
場
合
、

２
ト
ン
車
に
1
台
分
の
金
属
ゴ
ミ
が
混
ざ

っ
て
い
ま
す
。（
写
真
）掃
除
機
、
ト
ー
ス
タ

ー
、
キ
ン
チ
ョ
ー
ル
等
の
ス
プ
レ
ー
缶
、
赤

ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
の
缶
、
電
気
ス
ト
ー
ブ

等
々
、誰
が
見
て
も
金
属
の
品
物
・
時
に
は

生
ご
み
ま
で
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
資
源
ゴ
ミ
も
含
め
る
と
5
種
類
も

あ
る
た
め
、間
違
っ
た
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
整

理
に
1
週
間
に
1
回
の
仕
分
け
と
、2
ト
ン

ダ
ン
プ
に
よ
る
搬
送
処
理
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
、

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
↓
一
般
の
収
集
場
所
↓

清
掃
工
場

金
属
ゴ
ミ
↓
一
般
の
収
集
場
所
↓
粗
大

ゴ
ミ
処
理
場

資
源
ゴ
ミ
↓
水
色
回
収
箱
↓
エ
コ
・
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

へ
の
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、正
し

い
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）の
処
理
に

つ
い
て

金
属
の
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
の
ご
注
意
！

エコ・クリーンセンターに搬入された、間違って
出された２トンダンプ一杯の金属ゴミ
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町
で
は
、
集
め
ら
れ
た
「
資
源
ゴ
ミ
」

の
状
態
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ

の
処
理
状
況
を
見
て
い
た
だ
き
、
分
別
・

減
量
化
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
て
、
小
中
学
校

生
徒
さ
ん
を
始
め
、
各
団
体
の
皆
様
等
を

対
象
と
し
た
見
学
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

左
記
に
よ
り
、
毎
週
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
間
で
申
し
込
み
い
た
だ
き
（
セ
ン

タ
ー
の
業
務
の
都
合
も
あ
り
、
事
前
連
絡

と
な
り
ま
す
。
）
セ
ン
タ
ー
職
員
が
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。　

１
申
込
方
法　

エ
コ
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
（
４
）
１
４
０
０

又
は
役
場
生
活
環
境
課

　
　
　
　

☎
（
２
）
１
４
８
７（
直
通
）

２
申
込
人
数　

5
〜
10
名
前
後
で
お
願
い
し
ま
す
。

３
そ

の

他　

小
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
は
、
引
率
の
先

生
が
つ
い
て
下
さ
い
。

支
給
要
件　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
島
支
庁
管
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
未

満
の
方
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
人
。

　

た
だ
し
、次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　
（
肢
体
不
自
由
児
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
施
設
）

②
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
と
き
。

③
受
給
者
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の

所
得
が
、政
令
で
定
め
る
額（
限
度
額
）以

上
で
あ
る
と
き
。

手
当
額

月
額　

１
４
，４
３
０
円

支
給
方
法

5
月
・
8
月
・
11
月
・
2
月
の
四
期
に

支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

　

大
島
支
庁
管
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以

上
の
方
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人
。

　

た
だ
し
、次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

共
同
募
金
は
、
み
な
さ
ま
と

民
間
社
会
福
祉
施
設
・
団
体

を
結
ぶ
募
金
運
動
で
す
。

　

平
成
16
年
度
の
募
金
額
は
、
合
計
で

１
，４
７
１
，８
６
９
円
で
し
た
。ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
島
町
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
を

始
め
、
藤
倉
学
園
や
波
浮
保
育
園
な
ど
、
10

件
分
、3
，5
8
8
，2
0
3
円
が
配
分
さ
れ
、

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
「
た
す
け
あ
い
精
神
」
に
支

え
ら
れ
る
共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

大
島
支
庁　

総
務
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
）
４
４
２
１

　
　

０
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
成
長
に
伴
っ
て
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題（
心
身
の
発
達
、非
行
、し
つ
け

性
格
、虐
待
な
ど
）に
つ
い
て
、巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相
談
さ

れ
る
方
は
10
月
14
日
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

﹇
実
施
日
﹈

平
成
17
年
10
月
24
日（
月
）

　

午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

〜
10
月
25
日（
火
）

﹇
申
込
先
﹈

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

児
童
福
祉
第
二
係

　

☎
０
３（
３
２
０
８
）１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
３
８

 

大
島
支
庁
総
務
課
福
祉
係

　

☎（
２
）４
４
２
１ 

内
線
２
５
４

大
島
エ
コ
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
見
学
に
つ
い
て

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　
（
身
体
障
害
者
療
養
施
設
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
施
設
）

②
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
3
ヶ

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
と
き
。

③
受
給
者
本
人
及
び
家
族
等
の
前
年
の
所

得
が
、政
令
で
定
め
る
額（
限
度
額
）以
上

で
あ
る
と
き
。

手
当
額

月
額　

2
6
，5
2
0
円

支
給
方
法

5
月
・
8
月
・
11
月
・
2
月
の
四
期
に

支
給
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

手
当
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

大
島
支
庁
総
務
課
福
祉
係

　
　
　

      　
　

   

☎（
２
）４
４
２
１

地
域
の
福
祉
・
み
ん
な
で
参
加

10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

今
年
の
農
業
祭
は
、
都
合
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
伊
豆
大
島
支
店

　

☎（
２
）３
５
０
６

農
業
祭
の
中
止
に
つ
い
て
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）

　

従
来
は
、
食
材
料
費
の
み
が
自
己
負
担
で

し
た
が
、
10
月
か
ら
は
食
材
料
費
に
加
え
調

理
に
か
か
る
費
用
も
介
護
保
険
の
対
象
か
ら

外
れ
、
自
己
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
食

費
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

※
大
島
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合

　

昼
食
代　

9
月
30
日
ま
で
3
9
0
円

　
　
　
　
　

10
月
1
日
か
ら
5
4
0
円

平
成
１７
年
１０
月
か
ら
介
護
保
険
施
設
な
ど
の

利
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
１７
年
１０
月
か
ら
高
額
介
護
（
居
宅
支
援
）

サ
ー
ビ
ス
費
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
居
住
費
や

食
費
は
利
用
者
の
負
担
で
す
が
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
で
は
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
費
用
負
担
を
公

平
に
す
る
た
め
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
居
住

費
・
食
費
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
及
び
見
直
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
る
費
用

・
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

　

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

　

の
利
用
者
…
居
住
費
、
食
費

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、

　

短
期
入
所
療
養
介
護
）
の
利
用
者
…
滞
在
費
、

　

食
費

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
、
デ
イ
ケ

　

ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
利

　

用
者
…
食
費

　

見
直
し
内
容　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

居
住
費

　

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
場
合
は
滞
在
費
）

　

居
室
は
、
多
床
室
（
相
部
屋
）
、
従
来
型

個
室
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
の
４
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
（
大
島
老

人
ホ
ー
ム
は
多
床
室
）

　

多
床
室
（
相
部
屋
）
に
つ
い
て
は
光
熱
水

費
相
当
、
従
来
型
個
室
・
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個

室
・
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
に
つ
い
て
は
室
料
と

光
熱
水
費
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

食　

費

　

食
材
料
費
と
調
理
費
相
当
が
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食
費
の

　
　
　

負
担
額
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
方
（
市

町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
）
や
生
活
保
護
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
の
場
合
は
、
施
設
利
用
・
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
居
住
費
（
滞
在
費
）
・
食
費

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
表
は
大
島
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
）
日
額

（
そ
の
１
）

　

平
成
17
年
10
月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

　

申
請
に
伴
う
、
ご
負
担
が

　

軽
減
さ
れ
ま
す

〇
今
ま
で
は
…

　

利
用
者
様
は
、
そ
の
都
度
、
申
請
書
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
月
に
利
用
し
た
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
全
て
の
領
収
書
（
写
し
も
可
）

を
添
え
る
必
要
が
あ
り
、
大
変
煩
雑
で
し
た
。

〇
平
成
17
年
10
月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら

　

は
…

　

初
回
の
み
申
請
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
２
回

目
以
降
は
申
請
の
必
要
が
無
く
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
し
ま
す
。

　

以
降
は
、
該
当
す
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

月
の
お
お
よ
そ
２
〜
３
カ
月
遅
れ
で
、
初
回

申
請
の
際
に
ご
指
定
い
た
だ
い
た
口
座
に
毎

月
振
り
込
み
し
、
決
定
通
知
に
て
振
込
金
額

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

※
毎
月
の
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

※
領
収
書
を
毎
回
揃
え
て
添
付
す
る
必
要

　
　

が
な
く
な
り
ま
す
。

（
そ
の
２
）

　

平
成
17
年
10
月
分
か
ら

　

低
所
得
者
の
方
に
は
、

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

　

算
定
基
準
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

〇
利
用
者
負
担
の
上
限
額

　

利
用
者
負
担
の
上
限
額
（
＊
１
カ
月
に
自

己
負
担
す
る
額
の
上
限
）
に
つ
い
て
、
一
部

低
所
得
者
の
方
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
算
定
基
準
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
適
用
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
月
平
成
17
年
10
月

分
か
ら
で
す
。
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
該

当
す
る
か
の
計
算
は
平
成
17
年
12
月
以
降
と

な
り
ま
す
。
）

今までと同じよ
うに領収書を添
付して、初回の
み町役場へ申請

利用者負担
第1段階

利用者負担
第2段階

利用者負担
第3段階

利用者負担
第4段階

課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80
万円以下の方

利用者負担段階2段階
以外の方（課税年金収
入が80万円超266万円
未満の方など）

サービス提供月

対　象　者

生活保護受給者

上記以外の方

老齢福祉年金受給者
市
町
村
民
税
非
課
税
者

世
帯
全
員
が

300円

390円

650円

1,380円

0円

320円

320円

320円

区　分 食　費居住費
（滞在費）

おおよそ2～
3カ月後、
申請書を送付



　

国
保
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
）
の
更
新
を
9
月
26
日
か
ら
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
古
い
保
険
証
の
有

効
期
間
は
、
平
成
17
年
9
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
1
日
か
ら
は
古
い
保
険
証
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
証
の
更
新
が
お

済
で
な
い
方
は
お
早
め
に
更
新
の
手
続
き

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
受
付
開
始
日
﹈

　

平
成
17
年
9
月
26
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

左
記
場
所
に
て
受
付
け
中

﹇
受
付
場
所
﹈

　

元
町
地
区
＝
け
ん
こ
う
課

　

そ
の
他
の
地
区
＝
住
所
地
の
各
出
張
所

﹇
受
取
り
に
必
要
な
も
の
﹈

　

・
使
用
し
て
い
る
保
険
証　

・
印
鑑

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

け
ん
こ
う
課
保
険
係

　
　
　
　

（
２
）
１
４
７
１
（
直
通
）

　

平
成
17
年
10
月
末
日
現
在
、
50
〜
59
歳
で

あ
る
方
を
対
象
に
、
現
在
の
生
活
の
状
況
な

ど
を
お
聞
き
す
る
調
査
で
す
。
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
く
方
に
は
、
10
月
中
旬
か
ら
11
月

中
旬
頃
ま
で
の
間
に
調
査
員
が
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
高
齢
者
対
策
・

雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所

　
　
　
　
　
　

（
２
）
１
４
３
６

重
要
な
契
約
や
遺
言
は

　
　
　
　
　

公
正
証
書
で

　

都
内
45
カ
所
の
公
証
役
場
で
は
、
い

つ
で
も
無
料
で
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
公
証

役
場
か
東
京
公
証
人
会　
　

０
３
（
３

５
０
２
）
８
０
５
０
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
公
証
人
会

（
平
成
17
年
10
月
1
日
〜
7
日
）

　

上
限
額
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
月
初
日
の
世

帯
の
住
民
税
課
税
状
況
等
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。

※
利
用
者
負
担
第
２
段
階
と
は
…

　

①
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
っ
て
、

　

﹇
合
計
所
得
金
額
＋
課
税
年
金
収
入
額

　
　

80
万
円
／
年
〕
を
満
た
す
者

　

②
境
界
層
該
当
者
（
保
険
料
、
特
定
入
所

　
　

者
介
護
（
支
援
）
サ
ー
ビ
ス
費
、
高
額

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
上
限
額

　
　

に
つ
い
て
、
よ
り
低
い
基
準
を
適
用
す

　
　

れ
ば
生
活
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態

　
　

に
な
る
者
）

〇
利
用
者
負
担
の
上
限
額
減
額
は
世
帯
合
算

　

に
つ
い
て
も
、
個
人
単
位
で
の
適
用
が
行

　

わ
れ
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

住
民
課　

高
齢
福
祉
係

　
　
　

（
２
）
１
４
６
２
（
内
線
３
４
７
）

１.住民税世帯非課税
　者である老齢福祉
　年金受給者の方

2.住民税世帯非課税
　の方

3.1、2以外の方（課
　税世帯の方）

段　階　区　分

（1） ①生活保護の被保護者
　　　②15,000円への減額により生活保護の
　　　　被保険者とならない場合

（2） 利用者負担第3段階

○利用者負担第2段階
○市町村民税世帯非課税の老齢福祉
　年金受給者

（3） 利用者負担第4段階

個人　15,000円

個人　15,000円

個人　15,000円

15,000円

15,000円

24,600円

37,200円

24,600円

37,200円

世帯の上限額

今までは…

利用者負担
第1段階

利用者負担
第2段階

利用者負担
第3段階

利用者負担
第4段階

15,000円

15,000円

24,600円

37,200円

平成17年10月分からは…

公
証
週
間

厚
生
労
働
省
・
東
京
都　

中
高
年
者
縦
断
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
高
年
者
縦
断
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成17年10月号5 広報おおしま
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こ
の
度
、大
島
南
高
校
内
に「
東
京
都

立
大
島
高
校
定
時
制
南
分
教
場
跡
」
の

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
立
大
島
高
校
南
分
教
場
は
、

戦
後
間
も
な
く
大
島
高
校
差
木
地
分
校

と
し
て
開
校
さ
れ
、
60
年
近
く
も
の
間

大
島
南
部
地
区
の
定
時
制
高
校
と
し
て

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
学
校
で

す
。そ
の
間
何
度
か
の
廃
校
の
危
機
を
、
多
く
の
島
民
の
み
な
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
、乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
平

成
16
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

碑
文
に
は
簡
単
な
沿
革
の
後
、「
大
島
南
部
に
働
き
な
が
ら
学
べ
る

唯
一
の
教
育
機
関
と
し
て
、
地
域
に
親
し
ま
れ
続
け
た
東
京
都
立
大

島
高
等
学
校
定
時
制
課
程
南
分
教
場
の
足
跡
を
こ
こ
に
記
す
。56
年

間
に
わ
た
り
、3
７
４
名
の
卒
業
生
を
含
め
、多
く
の
生
徒
が
こ
の
地

に
お
い
て
定
時
制
の
灯
の
下
で
学
ん
だ
。」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

夜
間「
定
時
制
の
灯
」の
下
に
学
ば
れ
た
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
、
ま

た
南
部
地
区
の
定
時
制
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た

島
民
の
み
な
さ
ん
、
何
か
の
折
に
碑
文
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。南
高

の
校
門
入
り
口
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
手
前
に
あ
り
ま
す
。

（
元
分
教
場
教
員
・
会
坂
収
）

﹇
日
時
﹈
平
成
17
年
10
月
26
日　

 

13
時
30
分
か
ら

﹇
場
所
﹈
都
庁
第
一
本
庁
舎
特
別
会
議
室
Ａ

　

事
前
抽
選
で
、
15
人
ま
で
傍
聴
可
。申
込
10
月
11
日

（
消
印
有
効
）。住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
し
た

往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
1
6
3
‐
8
0
0
1
東
京
都
都
市

整
備
局
都
市
計
画
課
へ
。審
議
案
件
の
照
会
は
、
都
庁

ホ
ー
ム
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
etro

.to
k
yo
.jp

）

又
は
都
市
計
画
課

（
☎
０
３（
５
３
８
８
）３
２
２
５
）へ
。

■
東
京
都
最
低
賃
金
は
平
成
17
年
10
月
１
日
よ
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

月
給
制
、
日
給
制
、
時
間
給
制
等
す
べ
て
に

　

「
時
間
額
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

東
京
労
働
局
賃
金
課

　

☎
０
３
（
３
８
１
４
）
５
３
１
８
（
直
通
）

　

第
170
回　

東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

東
京
都
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

﹇
町
長
室
﹈
▼
8
月
15
日
大
島
町
戦

没
者
慰
霊
祭
▼
8
月
22
日
警
視
庁
大

島
警
察
署
離
任
式
▼
8
月
26
日
東
京

都
国
保
委
員
会
▼
8
月
27
日
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
・
ス
ー
パ
ー
駅
伝
▼
9
月

2
日
国
保
運
営
協
議
会
▼
9
月
4
日

あ
き
る
の
市
市
制
10
周
年
記
念
式
典

﹇
来
庁
者
﹈

﹇
町
長
室
﹈
▼
8
月
18
日
大
島
観
光

協
会
▼
8
月
19
日
Ａ
Ｎ
Ｋ
▼
8
月
29

日
市
町
村
公
平
委
員
会
▼
8
月
30
日

東
京
法
務
局
民
事
行
政
部
長
・
日
テ

レ
報
道
局
担
当
部
長

﹇
水
道
課
﹈
▼
8
月
30
日
東
京
都
福

祉
保
健
局
健
康
安
全
室
環
境
水
道
課

▼
9
月
1
日
東
京
電
力
大
島
事
務
所

行
政
の
う
ご
き

8
月
10
日
〜
9
月
9
日
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審
議
事
項

　

平
成
17
年
第
3
回
大
島
町
議
会
定
例
会

が
9
月
12
日
か
ら
9
月
16
日
ま
で
の
5
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
町
長
報
告
、常
任
委
員

会
中
間
報
告
、
一
般
質
問
の
他
、
補
正
予
算
、

決
算
認
定
、条
例
制
定
、契
約
締
結
、人
事
な

ど
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
議
員
提
出
議
案
１
件
が
審

議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
長
報
告

〇
平
成
17
年
度
・
第
49
代
ミ
ス
大
島
に
つ

い
て

〇
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ス
ー
パ
ー
駅
伝
大
会

実
績
に
つ
い
て

〇
大
島
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
姉
妹

島
ハ
ワ
イ
ヒ
ロ
市
親
善
訪
問
に
つ
い
て

〇
平
成
17
年
度
大
島
町
防
災
訓
練
に
つ
い
て

〇
消
防
団
及
び
消
防
本
部
の
出
動
状
況
に

つ
い
て

■
補
正
予
算

・
平
成
17
年
度
東
京
都
大
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
平
成
17
年
度
東
京
都
大
島
町
野
増
財
産
区

特
別
会
計
補
正
予
算（
特
野
財
第
1
号
）

・
平
成
17
年
度
東
京
都
大
島
町
差
木
地
財

産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
特
差
財
第
１

号
）

■
決
算
認
定

・
平
成
16
年
度
東
京
都
大
島
町
水
道
事
業

大
島
町
議
会
定
例
会

第
3
回

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
条
例
制
定
等

・
大
島
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

・
大
島
町
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

・
大
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

・
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

■
契
約
締
結

・
高
規
格
救
急
自
動
車（
４
Ｗ
Ｄ
・
４
Ｗ
Ｓ
）

購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

■
人　

事

・
大
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て（
２
件
）

■
一
般
質
問

沼
田　

邦
武　

議
員

〇
し
尿
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
。

（
１
）Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
よ
る
整
備
を
。

〇
学
校
建
設
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
。

（
１
）風
力
と
太
陽
光
発
電
の
利
用
を
。

磯
崎　

健
次　

議
員

〇
大
島
町
ゴ
ミ
処
理
政
策
を
問
う
。

（
１
）
焼
却
灰
の
行
方
と
焼
却
炉
の
問
題
や

モ
ニ
タ
ー
貸
し
出
し
の
生
ゴ
ミ
処
理
機

に
つ
い
て
。

〇
管
理
型
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
問
う
。

（
１
）八
丈
島
で
起
き
て
い
る
こ
と
と
、管
理

型
最
終
処
分
場
の
い
く
つ
か
の
問
題
に

つ
い
て
。

〇「
2
0
2
0
年
ご
み
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

宣
言
の
島　

大
島
」を
目
指
し
て
。

（
１
）離
島
初
の「
ゼ
ロ
･
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

の
島
」を
提
案
し
ま
す
。

白
井　

松
寿　

議
員

〇
都
立
南
高
等
学
校
学
科
改
編
に
よ
る
海

洋
国
際
科
新
設
に
つ
い
て
大
島
町
の
教

育
、経
済
に
与
え
る
効
果
。

（
１
）教
育
長
へ
の
五
つ
の
質
問
。

（
２
）﹇
仮
称
﹈
南
部
地
区
活
性
化
協
議
会
の

設
立
。

（
３
）上
の
山
一
万
坪
の
公
園
化
へ
。

本
宮　

悦
見　

議
員

〇
各
地
区
集
落
内
町
道
の
整
備
に
つ
い
て
。

（
１
）生
活
廃
水
の
垂
れ
流
し
個
所
の
改
修
。

〇
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
。

（
１
）
ア
ス
ベ
ス
ト
指
導
指
針
改
正
に
伴
う

町
の
対
応
に
つ
い
て
。

〇
国
旗
掲
揚
に
つ
い
て
。

（
１
）町
の
姿
勢
を
問
う
。

〇
藤
井
町
長
3
期
目
に
向
け
て
そ
の
抱
負

を
問
う
。

（
１
）つ
つ
じ
小
学
校
、し
尿
処
理
場
、一
般
廃

棄
物
処
理
場
建
設
の
実
現
に
向
け
て
。

時
得　

孝
良　

議
員

〇
災
害
被
災
者
に
対
す
る
支
援
体
制
の
創

設
を
。

〇
サ
ル
、リ
ス
被
害
対
策
の
強
化
。

山
本　

正
晴　

議
員

〇
南
部
三
原
山
線
工
事
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

〇
元
町
か
ら
観
光
の
灯
を
消
す
な
。

（
１
）元
町
観
光
施
設
の
整
備
と
充
実
を
。

（
２
）
東
海
汽
船
の
合
理
主
義
は
観
光
発
展

に
大
き
な
阻
害
要
因
。

（
３
）石
原
知
事
の
迎
賓
館
構
想
に
つ
い
て
。

川
島　

理
史　

議
員

〇
海
の
ふ
る
さ
と
村
・
勤
労
福
祉
会
館
の

都
か
ら
町
へ
の
移
管
は
、住
民
の
参
加
と

合
意
を
基
本
に
進
め
る
べ
き
。

〇
噴
火
・
全
島
民
避
難
20
周
年
（
来
年
）
に

向
け
、
住
民
参
加
に
よ
る
真
の
防
災
対

策
・
体
制
の
確
立
を
。

高
橋　

千
香  

議
員

〇
北
の
山
小
学
校
、
泉
津
小
学
校
、
野
増
小

学
校
の
校
舎
・
体
育
館
を
含
む
跡
地
利

用
に
つ
い
て
。

 （
１
）
今
後
の
予
定
を
含
め
、
町
と
し
て
の

構
想
を
示
し
て
も
よ
い
時
期
。建
物
は
活

用
し
な
い
こ
と
で
老
朽
化
を
進
め
る
こ

と
に
も
な
る
。有
効
利
用
を
示
し
、
住
民

と
早
急
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
１０
月
１２
日
（
水
）

　
　
　
　
　

正
午
〜
午
後
3
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　

無
料
一
般
相
談

　

相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　

（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主　
　

催
﹈ 

　

・
東
京
弁
護
士
会

　

・
第
一
東
京
弁
護
士
会　

　

・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
0
3
（
3
5
8
1
）
1
5
1
1

　

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）は
、「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
行
政
相

談
制
度
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
皆
様
に
周
知

し
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
設
け
て
い
る
も
の
で
す
。

東
京
一
日
合
同
行
政
相
談
所

日　
　

時　

10
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　
　

所　

Ｊ
Ｒ
東
京
駅　

八
重
洲
地
下
街

　
　
　
　
　
　
「
メ
イ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

一
日
所
長　

小
田　

茜

相
談
内
容　

年
金
、保
険
、国
税
、登
記
、道
路
、

　
　
　
　
　

郵
便
、旅
客
運
輸
関
係
な
ど

※
次
の
と
こ
ろ
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」（
東
京
行
政
評
価
事

　
　

務
所
）☎
0
5
7
0
‐
0
9
0
1
1
0

◆
東
京
総
合
行
政
相
談
所

（
西
武
百
貨
店
池
袋
店
７
階
、休
業
日
を
除
く
毎
日
受

付
）　

☎
0
3（
3
9
8
7
）0
2
2
9　

な
お
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

h
ttp://w

w
w
.sou

m
u
.g
o.jp/

●
大
島
町
で
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
行
政

相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。行
政
へ
の
苦
情
・
意
見
・
要
望

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

﹇
日　

時
﹈
10
月
26
日
（
水
）

   　

 　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場　

所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
椎
名　

孝

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

　

東
京
都
で
は
、
母
子
家
庭
の
生
活
の

安
定
や
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す

る
た
め
事
業
開
始
資
金
や
修
学
資
金
等

13
種
類
の
福
祉
資
金
を
貸
付
け
て
い
ま

す
。

　

無
利
子
や
低
利
の
資
金
で
す
の
で
ご

活
用
下
さ
い
。

10
月
の
行
政
相
談

秋
の
行
政
相
談
週
間

　

ま
た
、
母
子
家
庭
で
な
い
場
合
で
も
、

女
性
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

大
島
支
庁　

総
務
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
）
４
４
２
１

─
大
─
島
─
支
─
庁
─
か
─
ら
─
の
─
お
─
知
─
ら
─
せ
─

　　氏　名 
　吉川権四郎  
　志村　貞昭 
　有賀　博元
　五味　富榮
　篠原　英雄
　北原　省吾
〇山本　弘平
　白井　辰男
　篠崎　哲郎
　土屋　　茂
◎中村　富長
　榊　　之量
　小坂　一雄
　山本　正晴

　電話番号
（２）1609
（２）1468
（２）2291
（２）2672
（２）1486
（２）2179
（２）2206
（２）8750
（２）8427
（４）0250
（４）0504
（４）0438
（４）0908
（４）0008

　　 住　　所
元町字丸塚549
元町字馬の背248
元町字地の岡116
元町字北の山120‐3
元町字北野１
元町字野地635‐1
元町字野地694
岡田字新開228‐1
岡田字新開216 
野増字間伏
差木地１
差木地２
差木地４
波浮港15

年齢

７４
５８
６８
７２
７３
７５
８２
８３
２９
６１
７１
６５
６５
７３

　農業委員は活力ある農業と農村社会を目指し、地域農業の
持続的発展のため、農業・農村の振興に努めております。農
業または農地に関する相談は、地域の委員にお願いします。

大島町農業委員会事務局　☎（２）１４４５（直）

大島町農業委員会委員名簿
平成17年9月1日現在

◎会長　　〇会長代理
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こ
の
助
成
金
は
、東
京
の
観
光
振
興
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、都
内

宿
泊
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど
が
、宿
泊
施
設
を

安
全
か
つ
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、受
入

体
制
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

１
．
名　

称　

平
成
17
年
度
宿
泊
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
助
成
金

２
．
内　

容

　

都
内
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
）

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
施
設
整

備
（
改
修
等
）
を
行
う
場
合
に
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

３
．
助
成
金
額

　

助
成
対
象
経
費
の
1
／
2
以
内
で

5
0
0
万
円
が
限
度
で
す
。

４
．
申
請
受
付
期
間

　
　

平
成
17
年
10
月
3
日（
月
）〜

　
　
　
　

  　

平
成
17
年
11
月
30
日（
水
）

　

な
お
、
申
請
受
付
後
、
順
次
交
付
決
定

を
行
い
ま
す
の
で
、予
定
の
助
成
総
額
に

達
し
た
場
合
は
、11
月
30
日
以
前
で
あ
っ

て
も
、申
請
の
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　

申
請
の
受
付
を
11
月
30
日
以
前
に
終

了
す
る
場
合
は
、東
京
都
観
光
部
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
東
京
の
観
光
」
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。申
請
様
式
等
は
、
申
請
受
付
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
左
記
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。東
京
都
観
光
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

「
東
京
の
観
光
」

（http://w
w
w
.kanko.m

etro.tokyo.jp/

）

５
．
申
請
受
付
場
所

　
　

東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部
振
興
課

　

（
都
庁
第
一
本
庁
舎
29
階
北
側
）

大
島
支
庁　

産
業
課　

☎（
2
）4
4
3
1

６
．
問
い
合
わ
せ

　
　

東
京
都　

産
業
労
働
局　

観
光
部

　
　

振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
0
3（
5
3
2
0
）4
7
6
8（
直
通
）

　

☎
0
3（
5
3
2
1
）1
1
1
1（
代
表
）

　
　
　
　

内
線
3
6
‐
9
6
3
・
9
6
5

　

10
月
11
日（
火
）か
ら
10
月
20
日（
木
）ま

で
の
間
、「
平
成
17
年
全
国
地
域
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

１
．
乗
り
物
盗
の
防
止

２
．
侵
入
盗
の
防
止

３
．
薬
物
犯
罪
の
防
止

４
．
少
年
の
非
行
防
止

５
．
悪
質
商
法
被
害
の
防
止

　

を
重
点
に
行
い
ま
す
。
お
出
掛
け
、
ま

た
車
か
ら
離
れ
る
際
は
必
ず
鍵
を
掛
け
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
10
日
（
月
）
午
後
７
時
か
ら

　

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
大
島

地
域
安
全
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

つ
ど
い
で
は
、
防
犯
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、

演
歌
歌
手
「
沖
田
真
早
美
」
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
、
近
所
の
方
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
平
成
17
年
度
宿
泊
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
助
成
金
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

追
加
募
集

　

ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ス
ー
パ
ー
駅

伝
・
メ
ン
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の
右
記
大
会
が

８
月
27
日（
土
）に
、6
月
に
行
わ
れ
た
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
と
同
じ
コ
ー
ス
で
1
1
3
人

の
選
手
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日

ス
イ
ム
で
は
う
ね
り
が
あ
り
苦
戦
し
ま
し

た
が
、ゴ
ー
ル
で
は
皆
さ
ん
さ
わ
や
か
な
笑

顔
で
、仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
す
る

微
笑
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、仲
の
原
園
地
で
美
し
い

夕
焼
け
の
中
を
表
彰
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
、

よ
さ
こ
い
舞
隊
の
お
ど
り
や
地
元
の
バ
ン

ド
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
ン
ナ
ー
の
古
代
真

琴
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
心
づ
く
し
の
料
理
を

食
べ
な
が
ら
疲
れ
を
い
や
し
ま
し
た
。

第１回第１回

東
京
ス
テ
ー
ジ
伊
豆
大
島
大
会

in

と　

き　

10
月
18
日
（
火
）

と
こ
ろ　

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

2
階　

大
集
会
室

開　

場　

午
後
6
時
30
分

　
　
　
　

（
地
元
御
神
火
太
鼓
出
演
）

開　

演　

午
後
７
時
〜
9
時

主　

催　
（
社
）大
島
観
光
協
会

大
島
町
町
制
施
行
５０
周
年
を
祝
し
て

大
島
無
料
公
開

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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9
月
18
日
（
日
）
島
内
9
カ
所
の
公
民

館
や
老
人
福
祉
館
等
の
会
場
で
、
受
付
か

ら
案
内
、
お
弁
当
ま
で
地
域
の
婦
人
会
に

よ
る
手
作
り
の
「
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
、
地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る
郷
土

芸
能
や
カ
ラ
オ
ケ
、
な
つ
か
し
い
島
唄
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
招

待
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
食
事
を
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
島
町
か
ら
「
敬
老
の
日
」
を

祝
し
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
14
組
の
ご
夫

婦
と
48
名
の
米
寿
、
29
名
の
卒
寿
の
方
々

に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《写真掲載なし》　
山口　尚英・福江
　　 ご夫婦（波）

青沼道夫・富美江ご夫婦（岡）

小沼　賢司・明子ご夫婦（元）

星野　正一・茂子ご夫婦（岡）

氏田　敬・なか子ご夫婦（岡）

坂下　進・澄子ご夫婦（泉）

森田菊五郎・巳知代ご夫婦（ク）

川島　菊一・正子ご夫婦（岡）

下村　益三・よしご夫婦（間）

山田　浩・はないご夫婦（北）

五味　富栄・広栄ご夫婦（北）

里見　利雄・のぶ子ご夫婦（岡）

柳瀬源二郎・センご夫婦（元）

大島町長寿 ベスト10
平成17年8月31日現在（敬称略）

▲開発総合センターにて。明治会の「祝い唄」に会場から手拍子。

▲野増公民館にて。
　カラオケショー。

差木地公民館にて。子どもたち
の踊りに、たくさんのおひねり
が飛び交いました。

▲

   氏　名　　地　区　年齢   性別

坪田　みね　波浮港　105　女

右原　いわ　ホーム　104　女

山田　いは　元　町　101　女

曽根　ヨネ　ホーム　100　女

柳瀬　ハル　ホーム　100　女

坂上　げん　ホーム　100　女

豊田　クニ　泉　津　  99　女

小坂　かつ　岡　田　  99　女

金川　せん　波浮港　  99　女

高柳きよ子　元　町　  98　女

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て

獺

獺



《写真掲載なし》
大澤　よね（ホ）
井本　さち（間）
土屋富三夫（ク）
佐藤　みよ（北）

谷田　くら（元）
志村　勝麿（元）
柳瀬　君代（元）
富岡　はな（岡）

元　

町　

金
子　

敏
男

元　

町　

石
井　

シ
ズ

元　

町　

細
谷
イ
シ
ヨ

元　

町　

當
馬　

ソ
メ

北
の
山　

新
保
平
四
郎

北
の
山　

伊
坪
チ
カ
ヱ

北
の
山　

森
田　

越
子

北
の
山　

堀
川
シ
キ
ヱ

岡　

田　

白
井　

あ
き

岡　

田　

白
井　

さ
き

岡　

田　

白
井　

ゆ
り

岡　

田　

里
見
美
代
子

泉　

津　

田
附　

ヨ
シ

泉　

津　

水
本
ヒ
デ
ミ

泉　

津　

小
林　

律
子

差
木
地　

榊　

ふ　

枝

差
木
地　

小
坂　

ク
ニ

差
木
地　

濱
口　

サ
イ

差
木
地　

向
山　

ゲ
ン

波
浮
港　

秋
元　

ふ
み

波
浮
港　

菊
地　

コ
ウ

ホ
ー
ム　

梅
田　

俊
一

ホ
ー
ム　

石
村　

久
彌

ホ
ー
ム　

渡
辺
ト
キ
エ

ホ
ー
ム　

伊
藤
田
鶴
子

ホ
ー
ム　

高
澤　

ヨ
シ

ホ
ー
ム　

山
田　

な
か

ホ
ー
ム　

高
橋　

み
よ

11 広報おおしま 平成17年10月号

浅川　浅夫（ホ） 有賀　隆夫（北） 稲葉　豊（北） 市村　セン（元） 石山　イチ（差）

飯島　文子（元） 沖山千代松（差） 小澤　彦一（元） 大槻フサ子（元） 木戸宇多郎（差） 河本　末吉（北） 梶原　満富（元）

片山　武雄（野） 佐藤かね子（北） 笹田　いせ（野） 関野　幸惠（差） 土屋　金三（野） 中村　延吉（元）

濱本　ミヤ（野） 平野　琴（野） 藤井　亮弘（元） 藤平　アイ（北） 堀口　マス（元） 松平か弥子（泉）

水越　つね（北） 水口　季子（元） 向山　藤子（差） 森下ゲン子（野） 山越鑛之助（岡） 山内ためよ（波）

山本　よね（元） 八木　権吉（北） 横山みち子（間） 吉岡　きよ（岡） 吉川　信子（元） 和田　幸子（元）

河本　江ち（北）

濱谷　薫子（ホ）

三間伊豆子（岡）

山本　はな（差）

（地区・氏名のみ・敬称略）（地区・氏名のみ・敬称略）

（順不同・敬称略）（順不同・敬称略）
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三
原
山
砂
漠
一
周
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

三
原
山
砂
漠
一
周
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

三
原
山
砂
漠
一
周
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

三原山砂漠一周マラソン＆ウォーキング大会　コース図
ミス大島

住吉　綾乃さん

　

大
島
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
「
三
原
山
砂
漠
一
周
マ
ラ
ソ
ン
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
左
記
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
と
な
る
三
原
山
の
内
輪
は
景
色
の

変
化
に
富
み
、
カ
ル
デ
ラ
内
の
溶
岩
地
帯
や

山
の
裏
側
に
あ
た
る
広
大
な
砂
漠
は
、
ま
る

で
別
世
界
を
思
わ
せ
る
伊
豆
大
島
最
大
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
！

﹇
日　

時
﹈
平
成
17
年
11
月
13
日
（
日
）

　

８
時
30
分　

受
付　

　
　
　
　
　
　

三
原
山
頂
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

　

９
時
30
分　

開
会
式　

　
　
　
　
　
　

三
原
山
頂
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
前

　

10
時
00
分　

競
技
開
始
（
濃
霧
中
止
）

　

12
時
00
分　

閉
会
式　

大
島
温
泉
ホ
テ
ル
前

﹇
種　

目
﹈
マ
ラ
ソ
ン　
　
　

８
㎞　

　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

10
㎞

﹇
コ
ー
ス
﹈

　

マ
ラ
ソ
ン
＝
山
頂
ス
タ
ー
ト
〜
カ
ル
デ
ラ

　

内
一
周
〜
大
島
温
泉
ホ
テ
ル
ゴ
ー
ル

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＝
山
頂
ス
タ
ー
ト
〜
火
口

　

展
望
台
〜
お
鉢
ま
わ
り
〜
大
島
温
泉
ホ
テ

　

ル
ゴ
ー
ル

﹇
参
加
資
格
﹈
中
学
生
以
上
の
男
女

﹇
参
加
料
﹈
無
料
（
あ
し
た
ば
汁
・
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
、
参
加
賞
と
し
て
記
念
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
贈
呈
）

﹇
表　

彰
﹈

　

マ
ラ
ソ
ン
の
部
＝
男
女
各
１
位
〜
３
位
に

　
　
　
　
　
　
　
　

賞
状
・
大
島
町
長
賞

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
＝
遠
方
賞
・
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賞　

各
１
名

﹇
申
込
先
﹈
島
外
の
方
は
、
東
海
汽
船
㈱
で

専
用
ツ
ア
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
お
申
込
は
東
海
汽
船
予
約
セ

ン
タ
ー　

０
３
（
５
４
７
２
）
９
９
９
９

（
９
時
30
分
〜
20
時
・
年
中
無
休
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ツ
ア
ー
以
外
、
個
人
で
参
加
希
望
さ
れ
る

方
は
、
現
地
集
合
（
三
原
山
頂
）
現
地
解
散

（
大
島
温
泉
ホ
テ
ル
）
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
尚
、
お
申
込
に

つ
い
て
は
直
接
観
光
課
（

０
４
９
９
２
（
２
）
１
４

４
６
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
の
際
は
代
表
者
の

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
参
加
区
分
（
マ

ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
締
切
﹈
11
月
5
日

（
土
）
た
だ
し
ツ
ア
ー
に

つ
い
て
は
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

９
月
19
日
（
月
）
元
町
船
客
待
合
所
に

て
、
第
49
代
ミ
ス
大
島
と
ミ
ス
あ
ん
こ
の

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は

特
設
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
出
帆
を
待
つ
観

光
客
が
勢
揃
い
し
た
か
わ
い
い
あ
ん
こ
さ

ん
の
姿
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
49
代
ミ
ス
大
島
に
選
ば
れ
た
の
は
、

野
増
在
住
の
住
吉
綾
乃
さ
ん
23
歳
。
東
京

出
身
で
、
６
年
前
に
ご
家
族
で
大
島
へ
転

入
し
て
き
ま
し
た
。
島
の
お
ど
り
や
、
御

神
火
太
鼓
な
ど
を
習
得
し
、
こ
れ
ま
で
椿

ま
つ
り
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
、
囲
碁
、

観
劇
な
ど
で
、
特
に
池
の
坊
華
道
教
授
の

免
許
も
取
得
さ
れ
て
い
る
明
る
く
活
発
で
、

と
っ
て
も
健
康
的
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。
抱

負
を
尋
ね
る
と
「
１
年
間
と
に
か
く
頑
張

り
ま
す
！
」
と
力
強
い
一
言
に
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ス
あ
ん
こ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
五
味
優

子
さ
ん
（
岡
田
）
、
白
井
成
美
さ
ん
（
元

町
）
、
中
村
沙
帆
さ
ん
（
野
増
）
、
阪
本
夏

未
さ
ん
（
元
町
）
、
藤
井
沙
織
さ
ん
（
元

町
）
で
、
５
人
と
も
大
島
高
校
二
年
生
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
大
島
の
観
光
振
興

の
P
R
の
た
め
是
非
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
島
町
町
制
施
行
５０
周
年
記
念



〇
企
画
の
趣
旨

　

大
島
で
は
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
等
の
重
要
な
餌

料
で
も
あ
る
ア
ン
ト
ク
メ
（
ヒ
ロ
メ
）
が
急
激

に
衰
退
し
、
貝
類
資
源
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
東
京
都
水
産
海
洋
研
究

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
地
元
の
方
々

と
協
働
し
て
ア
ン
ト
ク
メ
藻
場
の
回
復
を
目
指

し
た
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
島
民
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

報
告
し
、
藻
場
の
回
復
を
目
指
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
た
い
と
考

え
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
日　

時

　
　

10
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

〇
会　

場

　

東
京
都
大
島
勤
労
福
祉
会
館
（
２
Ｆ
・
第
一
洋
室
）

〇
内　

容

　

海
藻
学
者　

横
浜
康
継
先
生
に
よ
る
「
地
球

温
暖
化
と
磯
焼
け
」
基
調
講
演
の
他
、
首
都
大

学
東
京
、
伊
豆
大
島
漁
協
組
合
員
、
東
京
都
立

大
島
南
高
校
、
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合

セ
ン
タ
ー
大
島
事
業
所
等
に
よ
る
「
大
島
に
お

け
る
磯
焼
け
対
策
」
試
験
研
究
等
の
報
告
と
質

疑﹇
主　

催
﹈

　

東
京
都
水
産
海
洋
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

チ
ー
ム
（
首
都
大
学
東
京
、
東
京
海
洋
大
学
、

　

東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
等
）

﹇
共　

催
﹈

　

大
島
町
、
東
京
都
立
大
島
南
高
校
、
東
京
都

　

大
島
支
庁

（
事
務
局
・
連
絡
先
）

　

東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
大
島
事
務
所　

堤
、
安
藤

　
　
　

０
４
９
９
２
（
４
）
０
８
３
１

　

・
振
興
企
画
室　

村
井
、
工
藤

　
　
　

０
３
（
３
４
３
３
）
３
２
５
３

　

大
島
空
港
で
は
、
航
空
に
関
心
と
空
港

に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
10

月
10
日
に
空
港
の
第
３
エ
プ
ロ
ン
（
空
港

消
防
前
）
を
開
放
い
た
し
ま
す
。

﹇
開
放
日
時
﹈
10
月
10
日
（
体
育
の
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
50
分

﹇
開
催
場
所
﹈
大
島
空
港
内

﹇
開
催
内
容
﹈

　

エ
プ
ロ
ン
を
開
放
し
、
小
型
機
を
近
く

で
見
学
し
て
頂
け
ま
す
。
そ
の
他
、
午
前

10
時
30
分
頃
か
ら
化
学
消
防
車
に
よ
る
放

水
訓
練
や
空
港
内
バ
ス
ツ
ア
ー
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
空

港
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

　

当
日
ご
来
場
の
方
の
中
か
ら
抽
選
に
よ

り
、
東
邦
航
空
の
ヘ
リ
に
よ
る
遊
覧
飛
行

（
小
学
校
高
学
年
以
上
）
が
あ
た
り
ま
す
。

尚
、
雨
天
の
場
合
で
も
バ
ス
に
よ
る
空
港

内
の
見
学
は
行
い
ま
す
。
（
小
学
校
低
学

年
以
下
の
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。
）

﹇
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　

東
京
航
空
局
大
島
空
港
出
張
所
内

　
　

大
島
空
港
「
空
の
日
」
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）
２
３
９
５

　

大
島
港
湾
空
港
管
理

事
務
所
で
は
、
普
段
な

か
な
か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
空
港
内
の
灯

火
施
設
を
、
よ
り
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
く
為

の
見
学
会
を
10
月
20
日
（
木
）
午
後
５
時
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
（
見
学
時
間
は
バ
ス

に
て
１
時
間
程
度
、
雨
天
決
行
）

　

集
合
場
所
・
時
間
及
び
応
募
方
法
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
３
日
（
月
）
か
ら

募
集
の
ご
案
内
を
大
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
・
元
町
・
岡
田
船
客
待
合
所
・
勤
労
福
祉

会
館
・
大
島
支
庁
・
町
役
場
及
び
各
出
張
所

に
提
示
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
人
員
は
25
名
で
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
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（平成17年8月）

大島空港航空灯火の様子

伊豆大島の
火山活動の
解説
［概況］

　火山活動は、静穏に経過しました。
火山活動度レベルは「１（静穏な
火山活動）」でした。

［地震活動の状況］

　地震活動は落ち着いた状態が続
きました。火山性微動は観測され
ませんでした。

［地殻変動の状況］

　顕著な変化はありませんでした。

［噴煙活動の状況］

　望遠カメラによる観測では、噴
煙は観測されませんでした。
　　  （大島測候所　（2）1490）



《日　時》 平成17年10月28日（金）13：30～14：30
《会　場》 大島けんこうセンター（旧・北部診療所）
《講　師》 みさと健和病院　小児科医　本城美智恵　氏
《対象者》 アトピー性皮膚炎について関心のある保護者の方　※予約はいりません
★当日、保育・個別相談をご希望の方は下記連絡先までお電話にてお申し込み下さい。

《連絡先》 大島保健所：梅澤・太田（　2－1436）大島けんこうセンター：桑原（　2－8141）

【問い合わせ】けんこうセンター 　（2）8141（けんこう課けんこうセンター係）

住民健診の結果はいかがでしたか?!

（糖尿病予防!）

14広報おおしま平成17年10月号

日 程 曜

毎週（水）
★予約制

11／1 火

10／4 火

事業名

6～7カ月児
9～10カ月児

AM10：00～11：00
PM2：00～3：00

乳幼児と保護者
の方など

★10/5・19は栄養相談もあります

10/14日（金）・18日（火）・20日（木）・25日（火）
◆1コース→4日制※詳しくはご予約時にご確認下さい。【会場】けんこうセンター【時間】13：30～16：00
◆ご希望の方はご連絡下さい。◆ご主人の参加も大歓迎です。◆お子さん連れでも可能なのでご相談下さい。

（妊婦さん対象）〈★予約制〉　2－8141　【担当】桑原・白土・川島・立木

10/5日（水）・13日（木）・19日（水）・21日（金）
〈★個別・予約制〉お電話でご予約下さい［予約受付　　土・日・祝日は除きます］

※詳しくは大島医療セ
　ンターへお問い合わ
　せ下さい。

★保健師・栄養士・歯科衛生士による相談です。★予約はいりません。お気軽にどうぞ！！

対象者 受付時間 会　場 持ち物

【対象】大人の方【会場】けんこうセンター【担当】保健師→桑原・看護師→立木・栄養士→白土・歯科衛生士→川島
【内容】歯科衛生士・栄養士・保健師、看護師による相談が受けられます。※詳しくは「おおしま広報9月号」をご覧下さい。

H17.5.10
～H17.7.4生まれ

●母子手帳
●受診票

けんこうセンター

●母子手帳

大島医療センター
　 （2）2346

ほっとセンター
波浮　 （4）2552

詳細を対象の方には通
知します。（約2週間前）

●大島けんこうセンター　
では、住民の皆様の生　
活習慣病予防を目的に　
行います。

★予約はいりません。

〈問診と面接実施の受付について〉

［歯科衛生士（川島）まで］

この『プログラム』は、住民健診の血液検査で血糖値がやや高く要指導の方を対象に6カ月間を目安に、食事・運動・生活の相談
や支援を実施し糖尿病を予防するものです。そこで、まず、問診と面接を実施させて頂き参加者を選定させて頂きます。

《日　時》 10月26日（水）　《受　付》 10：30～11：00
《会　場》 けんこうセンター（旧北診） 《対象者》 0歳児～未就学児　　　
《内　容》 歯科医師による健診・相談、歯科衛生士による相談・予防について　《持ち物》 母子手帳　

乳歯は大人の歯に比べて虫歯の進行が非常に早い為、早期の発見が重要です。必要な段階では、早めに治療を受けること
がポイントです。かなり初期の虫歯の場合は、予防策で進行を防げることも多くあります。

●最近2年以内の住民健診結果が2回連続して次の条件のいずれかを満たす方
　1.空腹時血糖　110以上～139　／　以下
　2.HbAlc　5・6以上～5・9％
●現在、糖尿病の薬物治療を受けていない方
●大島町在住のおおむね40～70歳くらいまでの方
●ご自分の健診結果やデータを提供できる方
●期間中（6カ月）けんこうセンターに6回来所できて、医療機関にて3回の採血が可能な方（費用は無料）

★受付…お電話にてご連絡下さい。　平成17年10月3日～28日（土・日・祭日除く）
　　　　大島けんこうセンター　担当…桑原・白土・藤田　8：30～17：00
★通知…日程・予約など詳細につきましては、直接、郵送にてご案内させて頂きます。
★場所…大島けんこうセンター（旧北部診療所）

★受付…お電話にてご連絡下さい。　平成17年10月3日～28日（土・日・祭日除く）
　　　　大島けんこうセンター　担当…桑原・白土・藤田　8：30～17：00　★予定人員…20名
★通知…日程・予約など詳細につきましては、直接、郵送にてご案内させて頂きます。
★場所…大島けんこうセンター（旧北部診療所）

対象者…●～●全てを満たす方
1

2

3

4

5

1 5 食べ過ぎていませんか？
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・
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
あ
る
世
帯
主
と
対
象
と
な
る
お

子
様
（
2
名
連
名
）
宛
に
送
っ
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・
母
子
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
接
種

を
完
了
し
て
い
な
い
方
で
通
知
が
来
な

い
場
合
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
下
さ

い
。

・
一
昨
年
ま
で
に
す
で
に
予
診
票
を
配
布

し
て
い
る
場
合
に
は
、
改
め
て
お
知
ら

せ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
予
診
票
は
一
括
し
て
け
ん
こ
う
セ
ン
タ

ー
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
（
各
出
張
所

に
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

は
左
記
の
内
容
を
ご
覧
下
さ
い
。

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
ご
希
望

の
65
歳
以
上
の
方
へ

　

大
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以
上
の

方
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費

用
千
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
委
託
先
は

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
み
と
な
り
他
医
療

機
関
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。
﹇
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
﹈

　

今
年
度
の「
乳
が
ん
検
診
」は
、予
防
医
学

協
会
に
委
託
し
て
、
集
団
検
診
（
視
触
診
・

超
音
波
）と
し
て
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

■
対
象
者　

　

大
島
町
の
住
民
で
30
歳
以
上
の
女
性

■
場　

所　

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー（
１
階
）

■
日　

時　

11
月
17
日
〜
20
日
全
予
約
制

※
住
民
健
診
は
、昨
年
度
よ
り
大
島
医
療
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、住
民
の
皆
様
の
都
合
に

合
わ
せ
て
受
診
で
き
る
個
別
健
診
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、
乳
が
ん
検
診
に

つ
き
ま
し
て
は
、平
成
16
年
よ
り
検
診
方
法

の
変
更
に
伴
い
、
大
島
町
と
し
て
は
、
そ
れ

に
準
ず
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
現
時
点
で
は
、
大
変
困
難
と
判
断
い
た

し
ま
し
た
。住
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

※
検
診
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、決
ま
り

次
第
、掲
示
等
に
て
周
知
を
図
り
、「
広
報
お

お
し
ま
11
月
号
」に
お
い
て
も
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈　

け
ん
こ
う
課

け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
係　

☎（
2
）8
1
4
1

・
ワ
ク
チ
ン
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
入
手
困
難
に
な
っ
た

場
合
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
な
く
な
り
次
第

終
了
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
早
め

の
予
約
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
予
約
は
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
受
付
及
び
予
診
票
配

布
先
に
、
日
程
表
が
お
い
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

予
約
専
用　

☎
（
２
）
２
３
４
６

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
麻
し
ん
お
よ

び
風
し
ん
予
防
接
種
は
新
し
い
制
度
に
変

わ
り
ま
す
。　

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
（
２
）
８
１
４
１　

担
当　

土
屋

　　接種種類 　　　　対象生年月日

BCG　　　　　　H.17.5.1～6.9生まれ

三種混合　　　　H.17.5.1～6.9生まれ

麻しん・風しん　H.16.9.1～9.30生まれ

二種混合　　　　H.16.9.1～9.30生まれ

日本脳炎Ⅰ期　　予診票の送付を中止しています

日本脳炎Ⅱ期　　予診票の送付を中止しています

﹇
9
月
の
予
診
票
送
付
者
﹈予防接種の改正があり日本脳炎第3期（14歳以上

16歳未満の者）は廃止となりました。
（平成17年7月29日付）

H.16.4.1 までに
生まれた方

H.16.4.2 から 17.3.31
までに生まれた方

H.17.4.１以降に
生まれた方

現在の実施法に基づいて
接種。麻しん・風しん各 1
回ずつ接種。

1歳～7歳6ヵ月になるま
で（標準的な接種年齢は、
麻しん1歳～1歳3ヶ月、
風しん1歳～3歳）。

新制度に変わる前に ( 今
年度中に接種を完了して
ください )。

現在の制度で接種ですが、
一部新制度の対象になる
方がいらっしゃいますの
でご相談下さい。

1歳になったらすぐ麻し
ん・風しん予防接種を受
けてしっかり免疫をつけ
てください。

随時ご相談をお受けしま
す。お気軽におたずねく
ださい。 

新しい制度のもとに接種。
麻しん風しん混合ワクチ
ンを 2回接種。

第1期：1歳から2歳にな
るまでに1回。
第2期：小学校就学前の1
年間に1回。

対象者には、郵送でお知
らせする予定です。

乳児～
小学生まで

担 当 科

料　　金
（1回につき）

小児科 内　科 内　科

接種回数

予診票の
配布方法

２回

大島医療センター・役場けんこう課・各出張
所・大島けんこうセンター

１回 １回

中学生～
　65歳以上
（大島町に住民票の
　ある方のみ）

1,600円 3,000円 2,000円（大島町
補助  1,000円）

［インフルエンザ予防接種のお知らせ］
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ソフトバレー講習会の様子

放された子ガメを
見守る皆さん

柳瀬ハルさん
坂上ゲンさん
ホームにて

豊田クニさん
自宅にて

 

全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
食
・
食
文

化
を
守
り

発
展
さ
せ
る
た
め
に
活
動

し
て
い
る
「
日
本
の
伝
統
食
を
考
え
る

会
」
（
代
表
／
宮
本
智
恵
子
）
で
は

８

月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
伊
豆
大
島
で

ミ
ニ
伝
統
食
列
車
を
走
ら
せ
ま
し
た

 

日
本
の
各
地
の
優
れ
た
農
産
物

郷

土
食
を
味
わ
う
こ
の
伝
統
食
列
車
は

今
回
で
16
回
目
と
な
り

大
島
で
は
一

日
目
に

長
い
歴
史
の
あ
る
「
く
さ
や
」

や
「
椿
油
」
の
製
作
過
程

「
深
層
海

水
で
作
る
塩
」
の
清
掃
場
所
な
ど
を
見

学
し
て
大
島
な
ら
で
は
の
食
文
化
に
触

れ
ま
し
た

２
日
目
は

開
発
総
合
セ

ン
タ

で
大
島
の
伝
統
食
作
り
が
行
わ
れ

伊
豆
大
島
漁
協
波
浮
港
女
性
部
に
よ
る
雑

魚
を
使

た
す
り
身
（
ハ
ブ
ミ
ン
チ
）
で

作

た
「
ハ
ン
バ

グ
」
「
さ
つ
ま
揚

げ
」
「
す
み
れ
汁
」
や
青
唐
の
効
い
た

メ
ダ
イ
の
「
べ

こ
う
寿
司
」

米
粉

を
使
い
サ
ン
キ
ラ
イ
の
葉
で
包
ん
だ

「
か
し

ん
ば
」

天
草
を
煮
詰
め
て

作

た
寒
天
で
「
と
こ
ろ
て
ん
」
「
あ

ん
み
つ
」
な
ど
を
来
島
さ
れ
た
方
と
合

 

今
年
度
１
０
０
歳

を
迎
え
ら
れ
る

豊

田
ク
ニ
さ
ん
（
泉
津
）

柳
瀬
ハ
ル
さ
ん
（
ホ

ム
）

坂
上
ゲ
ン
さ
ん
（
ホ

ム
）
に
は

内
閣
総
理
大
臣
と
東
京
都
知
事
か
ら
の
祝
状

と
国
と
都
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

 

ま
た

誕
生
日
を
迎
え
た
柳
瀬
ハ
ル
さ

ん

坂
上
ゲ
ン
さ
ん
に
は

大
島
町
長
か

ら
の
祝
辞
と
祝
金
10
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し

た

皆
さ
ん
１
０
０
歳
に
は
見
え
な
い
ほ

ど
か
く
し

く
と
し
て

自
宅
や
ホ

ム

で
元
気
に
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す

（ 
 
 
 

）

弘
法
浜
赤
海
ガ
メ

産
卵
巣
観
察
会

 

７
月
12
日
夜

弘
法
浜
に
赤
海
ガ
メ
が

産
卵
し
海
ガ
メ
の
保
護
活
動
を
し
て
い
る

「
み
ど
り
の
地
球
大
好
き
会
」
で
は

こ

れ
ま
で
囲
い
を
し
て
保
護
し
て
き
ま
し
た

 

産
卵
か
ら
51
日
目
の
９
月
１
日
か
ら
子

ガ
メ
の
自
然
脱
出
が
始
ま

た
た
め

９

月
３
日
の
夕
方
か
ら
産
卵
巣
の
観
察
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

か
わ
い
い
子
ガ
メ
を
見

よ
う
と
集

た
人
は
約
１
０
０
人

次
々

と
掘
り
出
さ
れ
元
気
よ
く
手
足
を
バ
タ
つ

か
せ
る
子
ガ
メ
た
ち
に
「
か
わ
い
い

」

と
盛
ん
に
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
向
け
て
い

ま
し
た

 

今
回
の
観
察
会
で
は

1
1
3
個
産
み

付
け
ら
れ
た
う
ち

自
力
で
脱
出
し
た
も

の
が
64
匹

孵
化
に
失
敗
し
死
ん
だ
も
の

が
４
匹

卵
が
そ
の
ま
ま
残

て
い
た
も

の
が
30
個

掘
り
起
こ
さ
れ
た
子
ガ
メ
は

15
匹
で
孵
化
率
は
約
70
％
で
し
た

大
き

く
育

た
若
い
カ
メ
が
再
び
日
本
近
海
へ

戻

て
く
る
の
は

約
20
年
後
の
こ
と
！

そ
れ
ま
で
き
れ
い
な
砂
浜
が
残

て
い
る

と
い
い
で
す
ね

 

波
打
ち
際
近
く
の
砂
浜
に
一
斉
に
離
さ

れ
た
15
匹
の
体
長
５
㎝
ほ
ど
の
小
さ
い
子

ガ
メ
た
ち
は

何
度
も
波
に
押
し
流
さ
れ

時
々
ひ

く
り
返
り
な
が
ら
も

大
き
な

海
に
懸
命
に
挑
ん
で
い
き
ま
し
た

最
後

の
一
匹
が
無
事
に
海
に
消
え
る
ま
で

見

学
に
き
て
い
た
皆
さ
ん
は
祈
る
よ
う
な
気

持
ち
で

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
見
守

て
い
ま
し
た

 

９
月
４
日
（
日
）
大
島
バ
レ

ボ

ル
協
会

主
催
の

ソ
フ
ト
バ
レ

ボ

ル
連
盟
会
長 

秋
葉
政
昭
氏
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
バ
レ

講
習

会
」
が
大
島
南
高
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

 

ソ
フ
ト
バ
レ

の
ボ

ル
は
柔
ら
か
く
打

て
も
ス
ピ

ド
が
出
な
い
た
め

高
齢
者
の
方

で
も
ス
ポ

ツ
が
ち

と
苦
手
な
方
で
も

楽
し
く
プ
レ

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

講
習
会
に
参
加
さ
れ

た
方
の
中
に
は

ボ

ル
を
触
る
の
が
初
め
て

と
い
う
方
も
い
ま
し
た
が

実
際
に
プ
レ

す

る
う
ち
に

や
さ
し
く
楽
し
い
ソ
フ
ト
バ
レ

の
魅
力
に
す

か
り
は
ま

て
い
ま
し
た



　

法
律
関
係
者
に
よ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
司
法

過
疎
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
高
校

生
を
対
象
に
し
た
模
擬
裁
判
が
、
９
月
９
日

大
島
南
高
等
学
校
音
楽
室
で
３
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
裁
判
の
疑
似
体
験
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
世
間
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
少
年
事
件
に
つ
い
て
高
校
生
に
自
ら
考
え

て
も
ら
う
こ
と
や
、
近
い
将
来
行
わ
れ
る
裁

判
員
制
度
（
刑
事
事
件
の
判
決
に
一
般
市
民

が
関
わ
る
制
度
）
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

実
際
に
あ
っ
た
18
歳
の
少
年
に
よ
る
強
盗

の
共
犯
事
件
を
題
材
に
、
被
告
少
年
、
裁
判
長
、

裁
判
官
（
高
校
生
10
名
）
、
検
察
官
、
弁
護
士
、

傍
聴
人
な
ど
の
役
割
分
担
で
本
番
さ
な
が
ら

に
進
行
し
、
事
実
関
係
を
次
々
に
立
証
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

裁
判
官
と
傍
聴
人
役
の
生
徒
も
、
積
極
的

に
参
加
し
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
年
事
件
の
手
続
き
の
流
れ
や
、

保
護
処
分
と
少
年
院
送
致
の
違
い
な
ど
に
つ

い
て
も
勉
強
し
、
普
段
接
す
る
こ
と
の
少
な

い
法
律
関
係
者
の
お
話
に
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
際
音
楽
祭
「
シ
ャ
ル
ク
・

タ
ロ
ナ
ラ
リ
（
東
洋
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
）
」

に
、
在
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
か
ら
推

薦
を
受
け
、
日
本
代
表
と
し
て
伊
豆
大
島

「
御
神
火
太
鼓
保
存
会
」
（
会
長
菊
池
清
さ

ん
他
４
名
）
の
皆
さ
ん
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ル
ク
・
タ
ロ
ナ
ラ
リ
は
、
中
央
ア
ジ

ア
唯
一
の
音
楽
祭
で
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず

自
国
の
伝
統
音
楽
を
継
承
し
あ
る
い
は
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
活
動
し
て
い
る
音
楽
家

た
ち
を
招
待
し
、
交
流
と
競
技
の
場
を
与
え
、

音
楽
を
通
し
て
世
界
平
和
を
推
進
す
る
目
的

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

「
御
神
火
太
鼓
保
存
会
」
の
演
奏
は
参
加

国
53
カ
国
の
中
か
ら
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 　

滞
在
中
、
御
神
火
太
鼓
の
皆
さ
ん
は
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
一
緒
に
訪
問
し
た
差
木

地
在
住
の
（
社
）
国
際
婦
人
教
育
振
興
会
会

員
の
奥
井
主
子
さ
ん
と
共
に
市
内
観
光
や
日

本
人
墓
地
の
墓
参
の
ほ
か
、
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
日
本
大
使
館
や
在
日
本
ウ
ズ
べ
キ
ス
タ

ン
大
使
館
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
は
、
地

域
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る

た
め
に
は
、
行
政
機
関
の
取
組
み
だ
け
で

は
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
を

熟
知
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
交
通
に
関
す
る
モ
ラ
ル
の
向
上
を

図
る
た
め
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

東
京
都
公
安
委
員
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

８
月
12
日
（
金
）
違
法
駐
車
の
多
い
元

町
地
区
に
お
い
て
大
島
警
察
署
と
と
も
に

『
違
法
駐
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実

施
し
、
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
し
て
違
法
駐

車
の
抑
制
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

平成17年10月号17 広報おおしま

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
際
音
楽
祭
で

「
御
神
火
太
鼓
保
存
会
」

が
入
賞
！

模
擬
裁
判
〜
裁
判
官
に
な
っ
て
み
よ
う
！

模
擬
裁
判
〜
裁
判
官
に
な
っ
て
み
よ
う
！

模
擬
裁
判
〜
裁
判
官
に
な
っ
て
み
よ
う
！

説明する弁護士の
小海（こかい）さん

▲

出来上がった大島の郷土料理

同
で
調
理
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
大
島
の
伝

統
食
を
試
食
し
な
が
ら
、
給
食
を
考
え

る
会
や
新
婦
人
の

会
、
漁
協
波
浮
港

女
性
部
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
大
島
の

安
全
安
心
な
食
に

つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

べっこう寿司を作っている様子

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
活
動
を
ご
存
知
で
す
か
？

（
8
月
24
日
〜
31
日
開
催
）
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寺
田　

有
希
ち
ゃ
ん　
　

牧
人
・
奈
穂
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
／
1
（
元　

町
）

渡
邊　

彩
夏
ち
ゃ
ん　
　

健
治
・
麻
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
／
2
（
波
浮
港
）

臼
井　

風
太
く
ん　
　
　

賢
治
・
順
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
／
4
（
元　

町
）

8
／
6
〜
9
／
5
ま
で
に

　

届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　

父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
／
日　

住　

所

［日　時］10月16日（日）小雨決行
［集合場所］大島温泉ホテル
［順　路］ホテル～奥山砂漠ススキ野原周遊
　　　　　～ホテルまで　8～10㎞位
［時　間］9時15分～15時頃まで　
［持　参］雨具・防寒具・昼食・飲み物・
　　　　　手袋等
［条　件］すべて自己責任、交通規則遵守

問い合わせ、相談、要望等は下記へ
ご連絡ください。

《OWC伊豆大島ウォーキングクラブ》

（この先の予定）11月20（日） 三太沢ウォーク

丸尾　時彦　☎（４）０４９８
高橋　敏生　☎（４）１２７１
田村　孝治　☎（４）１２３４
山嵜日出男　☎（２）８２６３
関口　　昇　☎（２）２８９０
諸星　光喜　☎（２）１８９０
井上　智雄　☎（４）１２９１

あ
や
か

ふ
う
た

ゆ
き

﹇
実
施
日
﹈
11
月
23
日（
水
）勤
労
感
謝
の
日

﹇
時　

間
﹈
8
時
55
分
〜
午
後
3
時
30
分

﹇
会　

場
﹈
第
二
中
学
校
体
育
館

　

自
分
達
の
故
郷
大
島
に
関
す
る
こ
と
を

調
査
・
研
究
し
発
表
す
る
二
中
唯
一
の

「
地
域
研
究
発
表
会
」
に
ど
う
ぞ
お
越
し

下
さ
い
。

・
大
漁
旗
・
大
島
の
地
図
・
大
島
の
黒
曜

石
・
三
原
山
滑
走
台
・
自
然
薯
・
大
島
の

木
の
実
・
t
h
e
ム
シ
キ
ン
グ
・
大
島
の

椿
・
昔
の
お
や
つ
・
大
島
の
遺
跡
・
大
島

の
あ
ん
こ
さ
ん

　

大
島
波
乗
り
会
で
は
、10
月
9
日（
日
）に
、

Ｏ
・
Ｎ
・
Ｋ
カ
ッ
プ
と
い
う
サ
ー
フ
ィ
ン
の

大
会
を
行
い
ま
す
。大
島
、新
島
、神
津
島
の

サ
ー
フ
ァ
ー
が
大
島
で
サ
ー
フ
ィ
ン
の
技

を
競
い
、交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
大
会
で
す
。ぜ
ひ
、ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
大
会
会
場
や
、
そ
の
他
の

波
乗
り
に
関
す
る
情
報
が
左
記
の
掲
示
板

（
携
帯
＆
パ
ソ
コ
ン
）
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

http://0bbs.jp/nam
inorikai/

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

大
島
波
乗
り
会

　
　

Ｎ
Ｓ
Ａ
大
島
支
部
長　

近
藤
光
正

　
　

☎
0
9
0（
1
4
6
2
）1
1
8
2

地
域
研
究
発
表
会
の

お
知
ら
せ

大
島
町
立
第
二
中
学
校

第23
回

　
　
　
　
　
　

　

日
頃
か
ら
当
会
館
を
ご
利
用
下
さ
い
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
も
前
年
同
様
年
末
年
始
の
宿
泊
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
臨
時
営

業
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

﹇
休
館
日
﹈

平
成
17
年
12
月
11
・
12
・
13
日
の
3
日
間

（
9
日
の
宿
泊
・
10
日
の
正
午
で
業
務
終
了
）

﹇
営
業
日
﹈

平
成
17
年
12
月
14
日
か
ら
営
業
再
開

（
年
末
年
始
も
営
業
） 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 1510月
空室状況

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

島
し
ょ
会
館
の
休
館
及
び
年
末
・
年
始

臨
時
営
業
の
お
知
ら
せ

﹇
練
習
日
﹈
10
月
5
日（
水
）・
10
月
19
日（
水
）

﹇
時　

間
﹈
午
後
7
時
30
分
〜
午
後
9
時

﹇
場　

所
﹈
さ
く
ら
小
学
校　

音
楽
室

﹇
曲　

名
﹈
ユ
ー
ア
ー
マ
イ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン・
昴
・
他

﹇
連
絡
先
﹈
☎
（
2
）3
5
9
3
（
寺
田
洋
子
）

　
　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

﹇
内 

容
﹈
鉢
づ
く
り
と
寄
せ
植
え

﹇
日 

時
﹈
10
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

﹇
場 

所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費 

用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主 

催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会
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﹇
日　

時
﹈
10
月
29
日
（
土
）

﹇
開　

演
﹈
午
後
7
時
〜

　
　
　
　
　

（
開
場
午
後
6
時
）

﹇
場　

所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

2
階
大
集
会
室 

　

※
入
場
料
無
料

　

◎
出
演
者
◎

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

大
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

教
育
文
化
課　

社
会
教
育
係

　
　
　
　

☎
（
２
）
１
４
５
３
（
直
通
）

　

大
島
町
水
産
物
展
示
販
売
施
設
『
海
市

場
』
で
は
、
今
月
3
日
の
伊
勢
海
老
漁
解
禁

に
合
わ
せ
て
、
左
記
の
と
お
り
伊
勢
海
老
を

一
割
引
に
て
販
売
し
ま
す
。

　

ご
贈
答
・
ご
進
物
な
ど
に
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

﹇
期　

間
﹈
平
成
17
年
10
月
7
日（
金
）
〜

　
　
　
　
　

平
成
17
年
10
月
20
日（
木
）ま
で

﹇
対
象
品
﹈
活
伊
勢
海
老

﹇
営
業
時
間
﹈
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
　
　

年
中
無
休

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

海
市
場    　

 

☎　

（
2
）
5
5
5
7

　
　
　

    　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
）
5
5
5
8

航
空
便
発
着
時
刻
表

１０
月
1
日
〜
１０
月
３1
日

●
特
割
設
定
期
間　

１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日

（
料
金
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
貨
物
運
航
等
の
お
問
い
合
わ
せ
☎（
2
）2
3
3
7

東京　　八丈島　　大島便名
（機種）
841
（DH8）
823
850
（735）

08：35発 （八丈経由なし）

（八丈経由なし）

（八丈経由なし）

（八丈経由なし）

09：10着

843
（735） 13：55発 14：30着

10：30発 11：15着
11：45発 12：20着

便名
（機種）
842
（DH8）
844
（735）

09：35発 10：10着

849
826
（735）

15：00発
16：50着

12：50発

15：30着
16：05発

13：20着

　

8
／
6
〜
9
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

谷
口
マ
サ
江
さ
ま
（
68
・
差
木
地
）
8
／
10

山
中　

わ
か
さ
ま
（
74
・
差
木
地
）
8
／
10

上
場　
　

昭
さ
ま
（
76
・
北
の
山
）
8
／
11

稲
田　

ツ
ネ
さ
ま
（
81
・
泉　

津
）
8
／
14

菊
地　

文
子
さ
ま
（
65
・
元　

町
）
8
／
27

足
立　

マ
チ
さ
ま
（
84
・
野　

増
）
8
／
29

榊　
　

実
恵
さ
ま
（
43
・
差
木
地
）
8
／
31

大
島
公
園
だ
よ
り
№
８５

も
早
、
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
へ
と

変
わ
り
、
青
空
を
背
景
に
く
っ
き
り

と
浮
か
び
上
が
る
三
原
山
の
山
容
に
秋
の

訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。野
山

へ
と
出
掛
け
る
絶
好
の
季
節
の
到
来
で
す
。

秋
晴
れ
の
一
日
、
お
出
掛
け
に
な
ら
れ
て

み
て
は
如
何
で
す
か
。

【
泉
津
海
岸
遊
歩
道
】

島
の
東
海
岸
、
泉
津
集
落
の
二
本
松

か
ら
行
者
浜
、
海
の
ふ
る
さ
と
村
へ

と
至
る
約
6
・
1
km
の
遊
歩
道
で
す
。景

色
の
よ
い
海
岸
沿
い
の
道
で
は
、
美
し
い

松
林
と
溶
岩
の
織
り
な
す
海
岸
線
の
風
景
、

房
総
半
島
の
眺
望
、
ス
ス
キ
や
イ
ソ
ギ
ク
、

ツ
ワ
ブ
キ
の
花
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。ま
た
、
今
年
１
月
に
は（
社
）大
島
観
光

協
会
さ
ん
の
お
骨
折
り
で
「
美
し
い
日
本
の

歩
き
た
く
な
る
み
ち
5
0
0
選
；（
社
）
日
本

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
」に
選
ば
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
長
い
か
な
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
二

本
松
か
ら
笠
松
、
笠
松
か
ら
公
園
は
そ

れ
ぞ
れ
約
2
・
0
km
、
1
時
間
ほ
ど
の
お
手

軽
コ
ー
ス
が
お
勧
め
で
す
。

【
三
原
山
裏
砂
漠
登
山
道
（
通
称
；
テ
キ
サ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）】

和
61
年
の
噴
火
か
ら
長
く
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
歩
道

整
備
に
よ
り
平
成
16
年
4
月
に
再
開
し
ま
し

た
。お
鉢
を
巡
る
山
頂
コ
ー
ス
か
ら
東
側
へ

下
り
、
温
泉
ホ
テ
ル
と
の
分
岐
点
か
ら
一
周

道
路
（
都
道
）
を
経
て
公
園
に
至
る
約
4
・
0

km
、
2
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。裏
砂
漠
は
三
原

山
の
東
側
に
大
き
く
広
が
る
火
山
性
の
砂

漠
で
、
噴
火
の
際
に
噴
出
し
た
砂
礫
が
堆

積
し
た
も
の
で
、
視
線
を
さ
え
ぎ
る
物
の

な
い
、
雄
大
な
黒
々
と
し
た
砂
漠
の
景
観

が
楽
し
め
ま
す
。

　

温
泉
ホ
テ
ル
か
ら
約
3
時
間
、
御
神
火

茶
屋
か
ら
は
約
4
時
間
の
歩
程
と
な
り
ま

す
の
で
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
）

暦大

少昭

平
成
17
年
度
島
し
ょ
芸
術
文
化
振
興
事
業

三原山裏砂漠登山道 泉津海岸遊歩道

大島　　八丈島　　東京
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October（神無月）10月10月
 Sunday  Monday  Tuesday  Wednesday  Thursday  Friday  Saturday

予防接種日（全予約制）
〈医療センター〉

大島南高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元-元町、北-元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡-岡田、泉-泉津、野-野増、間-間伏、
差-差木地、ク-クダッチ、波-波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
の
略
称
】
●
開
発
セ
ン
タ
ー
…
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

●
岡
田
セ
ン
タ
ー
…
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

●
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
…
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
波
浮

●
ク
ダ
ッ
チ
福
祉
館
…
ク
ダ
ッ
チ
老
人
福
祉
館　

●
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
…
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

●
波
浮
福
祉
館
…
波
浮
港
老
人
福
祉
館

●
医
療
セ
ン
タ
ー
…
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
9
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,496世帯
761　〃　
453　〃　
238　〃　
336　〃　

1,191　〃　
336　〃　

4,811世帯
4,827世帯

2,858人
1,432〃
943〃
454〃
616〃

2,121〃
628〃

9,052人
9,191人

　

（
１７
・
9
・
１
）　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元3.4・岡・泉
差

元1.2・北・野
ク・間
差・ク・間・波

ク・間

ク・間

元1.2・北・野
ク・間
岡・泉・野

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

波ク・間

元3.4・岡・泉
波 ク・間

波

元3.4・岡・泉
差

元3.4・岡・泉
差

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

波

波

ク・間

元3.4・岡・泉
波

元1.2・北・野・差
元1.2.3.4・北

元1.2・北・野・差

元1.2.3.4・北
岡・泉・野・差・波

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差

元1.2・北・野・差

元3.4・岡・泉
差

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差・波

元1.2・北・野
ク・間
岡・泉・野

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

6・9カ月児健診
（医療センター）
個別健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

個別健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

母親学級第1日目
（けんこうセンター）

母親学級第2日目
（けんこうセンター）

法律相談
6・9カ月児健診
（医療センター）

行政相談
6・9カ月児健診
（医療センター）
乳幼児歯科相談健診
（けんこうセンター）

農業委員会 母親学級第4日目
（けんこうセンター）

水道料金納付期限
町都民税3期
国民健康保険税5期
納付期限

6・9カ月児健診
（医療センター）

福祉まつり
喫煙マナーアップ
キャンペーン

  母親学級第3日目
（けんこうセンター）

  個別健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

6・9カ月児健診
（医療センター）
個別健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

大島町体育祭
レクリエーション
大会
（つばき小学校）

寄席公演
（開発センター）

3～4カ月児・産婦健診
（けんこうセンター）

BCG・ポリオ予防
接種
（けんこうセンター）

ゴミ収集
しません

ゴミ収集
しません

10月1日は「法の日」10月1日は「法の日」10月1日は「法の日」

（10月1日～7日）


